





















2016 年 11 月 30 日受付
＊   江戸川大学 マス・コミュニケーション学科准教授　
社会学，コミュニケーション学，メディア論
＊＊   江戸川大学 マス・コミュニケーション学科教授　日
本文学
＊＊＊   江戸川大学 マス・コミュニケーション学科准教授　
広報，パブリック・リレーションズ，CSR（企業社
会責任，地球環境問題，社会貢献）
＊＊＊＊   江戸川大学 マス・コミュニケーション学科非常勤講

















































































































































ォン・PC などから本学 URL にア
クセス




























ッチフレーズ 689 件である。韻文は 6 年間で，通
算 24,457 件の応募を数える（図 1）。
2016 年度に最も応募件数の多かった部門は「川

























東京都 19.4 長崎県 22.8
群馬県 15.0 群馬県 19.6
北海道 12.3 愛知県 11.0
埼玉県 11.5 鹿児島県 10.6
神奈川県 6.9 島根県 7.1
栃木県 5.0 北海道 6.7
長崎県 4.7 岐阜県 4.6
愛知県 4.6 東京都 4.2
岡山県 3.3 岡山県 4.1














































































3 限 内容 教育目標
13：10 ～ 13：25 出席確認と授業主旨説明 学生自身がその日の授業における到達目標を設定
13：25 ～ 13：40 自己紹介を兼ねた，河尻様のキャリア説明 一つのモデルとしての将来像の提示とその理解
13：40 ～ 14：10 流山市に関するプレゼンテーション キャッチフレーズ作成にあたっての，現状把握
14：10 ～ 14：20 学生達のワーク「流山市をどう感じたか」 現状把握ができたか，現状理解の度合いの把握





（14：50 ～ 15：00） 休憩
4 限
15：00 ～ 15：30 学生達のワーク　新キャッチフレーズの作成 限られた時間内での，演習を貸し，アイディア出しの訓練
15：30 ～ 15：40 一人一人の代表作品の選出と，評価 他人の作品を評価することで，自己を振り返り，気づきを得る


















まれ 1 人 1 人が夢に向かって学問の世界に入れば
見渡す世間は広いよ。（岡山県立岡山聾学校，高
原悠希）」だ。同校は，聴覚障がい児（者）が生
きる力を持ち，自立し，社会参加を促すことをミ
ッションの一つに掲げる特別支援学校である。こ
のキャッチフレーズからは，生徒が，学問を得る
ことで，障がいを乗り越え，自立し，社会で活躍
できるという自信が身についたことがしっかり伝
わってくる。聴覚障がいをもつ生徒や保護者にと
って，まさに，希望と勇気をもたらしてくれるメ
ッセージとなっているのではないだろうか。
「私達は，生き物達を看ている。生き物達は，
私達を視ている。それが加茂農林高等学校。（岐
阜県立加茂農林高等学校，織部萌衣）」や惜しく
も入選には一歩届かなかったものの「想像を創造
する（長崎県立長崎工業高等学校，西村尚朗）」「創
る幸せ（同，今田魁人 )」など専門科の高等学校
からの作品は，専門性ならではの具体性，独自性
の高いキャッチフレーズが多かったことも特筆し
ておきたい。
短い文章の中に，想いを込めることは簡単では
なく，苦労のあとをうかがうこともできた。しか
しながら，自分の学校を他者に薦めるキャッチフ
レーズを開発することは，学生にとって，改めて，
自分の学校の魅力を再発見する機会になっている
それを伝えるためのマーケティング活動にキャッ
チフレーズが果たす重要な役割を学ぶ。学生の一
人は本演習に対し，こんな感想を綴った。
「流山は栄えていて子どもの姿をよく見かける
なとは前から思っていたが（中略），講義を聞いて，
流山市に人が集まるようになったのは多くの企業
と連携をし，街の見た目や子育てのできる環境づ
くりなど，様々なことに取り組んでプロデュース
をしてきたからだということが分かり，とても勉
強になった。キャッチフレーズの役割の重要性さ
というのも再確認でき，とても参考になった。」　
2 年生・倉持愛里香さん
5．受賞作品の内容分析
本コンテストが目指す目標は，日常の中に埋没
していることに対する「気づき」であるわけだが，
高校生は実際にそれを得ているのか，受賞作品の
内容からそれを読み解いてみたい。
全国から集まった作品は，いずれも前向きで，
勢いのある元気なキャッチフレーズが多かったこ
とが特徴として挙げられる。学校の名称，立地，
スクールカラー，学習内容などから卒業後の進路
まで，訴求内容は多岐にわたったが，審査員一同，
すべての作品を一つひとつ丁寧に読み込んだ上
で，改めて，以下の 4 点を選考ポイントとして厳
正なる審査を行った。
① 学校理念，地域特性など学校の独自性が訴求
されているかを評価。
② ターゲット（中学生，保護者）に対するメッ
セージ力があるか。そのキャッチフレーズを
読んだときに，その学校に入りたくなるか
を，受験生または保護者の視点で評価。
③ フレーズ内容に情景や心情が感じられイメ
ージが喚起されるか。実際に学んでいる当事
者だからこそ気づくことができる経験やメ
リットを訴求しているかを評価。
④ 表現内容／言葉（言語）として強さ，妥当性，
違和感の有無について評価。
入選した作品は，これら 4 点の審査基準のいず
れか，あるいは複数において高く評価されたとい
アクティブラーニング型プログラムと大学主催コンテストの連動性 225
の課題としたい。
《注》
（1）イベント・広告広報領域は，「イベント」コース，「広
告広報コース」の 2 コースとして開講
（2）大辞林　第 3 版
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まとめと今後の課題
本研究において見出した点は以下の通りである。
1．団体応募が 9 割を占めることから，コンテス
トへの応募を目標とした教育が，高校で行われ
ている。
2．大学で行っているアクティブラーニング型の
キャッチフレーズ作成演習で得られる教育的
効果を，コンテストを通じて高校生は追体験し
ている可能性が示唆された。
一方で，本コンテストは初年度を終えた段階で
あり，知名度としてまだ低く，応募総数もまだ少
ない。韻文コンテスト同様，教育的効果が高いこ
とをアピールし，高校の授業で導入してもらえる
よう，コンテストの PR を行っていくことを今後
